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研究成果概要 
KAGRAで実際に利用されるパイプ型熱輻射シールドの性能評価を行った。KAGRA用パイプ型熱輻射シー

ルドは、熱放射・散乱光を吸収するように、黒化処理を行っている（図1）。さらに内部に取り付けた
バッフルは、散乱光を効率よく減光吸収させるため側面に対し、傾けてつけられている。かつ、この部
位は冷凍機により冷却もされている。これらを考慮した熱放射のシミュレーションによる熱の流入計算
値（300K領域からどの程度の熱輻射が鏡に入ってくるか）は、0.38Wとなり、KAGRAの要求値である0.5W
を下回っていると予想される。このシミュレーションの際、内部で使用されるアルミの反射率の角度依
存性も考慮している。 
KAGRAで利用される多くの熱輻射シールドの内3台について、実際の熱流入を実測するために、熱輻射

シールドの片端に300Kの黒体物質（円盤1）、逆の片端に吸収黒体物質（円盤2）を設置し、円盤2での
温度上昇から、受けた熱輻射量を実測した。結果、3台とも、ばらつきはあるもの、円盤1での熱輻射～
20W程度に対し、0.07±0.04 [W]というシミュレーション結果の予想範囲内に収まる熱吸収量値を得て、
予想通りの設計ができていることが確認された（図2）。 

           図１：黒色化されたKAGRAのダクトシールドとバッフル 

       図２：各ダクトシールドの各円盤の位置での熱流入量実測値と予想値 
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